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食
と
緑
を
守
り
、
日
本
の
味
を
確
め
よ
う
！



農地の転用には
詐可が必要です

▲日本一の農業用ため池‘‘満渥池”

（3）

農
地
の
転
用
と
は

農
地
を
住
宅
敷
地
、
工
場
用
地
、
道

路
、
山
林
な
ど
に
し
た
り
、
た
と
え
一

時
的
に
で
も
資
材
陸
揚
、
駐
車
場
、
砂

利
採
取
場
な
ど
に
使
う
場
合
を
「
農
地

の
転
用
」
と
い
い
、
農
地
法
に
よ
る
県

知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
現

在
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
土
地
で
あ
っ
て

も
、
登
記
簿
上
の
地
目
が
農
地
で
あ
れ

ば
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

農
業
委
員
会
に

申
　
請
　
を

農
地
転
用
の
許
可
日
詰
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
が
窓
口
で
す
。
転
用
す
る

と
き
は
、
必
ず
前
も
っ
て
農
業
委
員
会

事
務
局
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

転
用
の
許
可
基
準

農
地
の
転
用
が
許
可
さ
れ
る
か
ど
う

か
は
、
そ
の
都
度
個
別
に
判
断
さ
れ
ま

す
が
、
一
般
的
な
基
準
は
次
の
と
お
り

です。
①
農
用
地
区
域
は
、
原
則
と
し
て
不
許

可
。
（
指
定
区
域
に
つ
い
て
は
農
業
委

員
会
事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
）

⑧
六
か
月
以
内
に
着
工
し
、
一
年
以
内

に
計
画
を
完
了
で
き
る
か
。

④
計
画
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
資
金
の

裏
付
け
が
あ
る
か
。

④
他
の
法
律
の
許
可
や
認
可
が
必
要
な

場
合
、
そ
の
見
込
み
は
あ
る
か
。

⑥
転
用
す
る
面
積
は
必
要
以
上
に
広
す

ぎ
る
こ
と
は
な
い
か
。

⑥
申
請
地
の
立
地
条
件
は
適
当
か
。

⑦
用
排
水
な
ど
が
周
辺
に
被
害
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
、
そ
の
防
除

策
、
施
設
の
設
置
は
講
じ
ら
れ
て
い

るか。な

ぜ

許

可

が

必
　
要
　
か

「
農
地
」
は
、
食
泡
の
安
定
供
給
の

た
め
の
生
産
基
地
で
あ
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
地
域
社
会
や
経
済
の
発
展
の
た

め
に
も
か
け
が
え
の
な
い
重
要
な
資
源

で
す
。
そ
れ
だ
け
に
地
域
の
実
状
に
合

っ
た
計
画
的
な
利
用
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
将
来
の
農
業
経
営
者
が
こ
の
貴

重
な
農
地
を
有
効
的
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
維
持
管
理
を
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
に
農
地
法

で
農
地
の
転
用
に
厳
し
い
制
限
を
設
け

優
良
農
用
地
を
守
っ
て
い
る
の
で
す
。

無
　
断
　
転
　
用
　
は

法
　
律
　
違
　
反

許
可
を
受
け
ず
に
転
用
し
た
り
、
転

用
の
た
め
に
売
っ
た
り
す
る
行
為
は
法

律
違
反
と
な
り
、
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
無

断
転
用
者
に
は
、
県
知
事
か
ら
工
事
な

ど
の
中
止
や
、
も
と
の
農
地
に
も
ど
す

よ
う
命
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
、
最
高
三

年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
百
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

視
察
報
告

四

国

満

濃

町

の

視

察

を

終

え

て

遠

賀

町

書

架

委

員

会

本
町
農
業
委
員
会
の
視
察
団
は
、
九

月
二
十
八
日
香
川
県
満
濃
町
を
訪
問
し

ま
し
た
。

満
濃
町
は
、
貯
水
量
一
、
五
四
〇
万

ト
ン
を
誇
る
日
本
一
大
き
な
農
業
用
た

め
池
「
満
濃
池
」
の
あ
る
町
で
す
。
一

農
家
当
た
り
の
平
均
耕
作
面
積
は
約
六

十
ア
ー
ル
と
遠
賀
町
の
半
分
ほ
ど
で

す
。
ま
た
兼
業
農
家
が
全
農
家
の
九
割

を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
満
濃
町
は
農
業
委
員
の
活
動
が

た
い
へ
ん
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の

報
告
か
ら
い
く
つ
か
の
事
例
を
あ
げ
て

み
ま
し
ょ
う
。

農
家
の
嫁
不
足
は
全
国
ど
こ
で
も
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
満
濃
町
で
は

農
業
委
員
が
積
極
的
に
縁
結
び
に
取
り

組
み
、
十
年
間
に
四
十
二
組
の
縁
談
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

荒
れ
た
田
が
あ
れ
ば
農
業
委
員
が
面

接
に
個
別
訪
問
に
よ
り
借
手
を
捜
し
、

雑
草
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

借
手
の
経
営
規
模
の
拡
大
の
手
助
け
を

し
て
い
ま
す
。

毎
月
十
日
を
定
例
の
農
業
相
談
日
と

し
て
、
農
業
委
員
が
交
替
で
、
相
続
、

農
業
者
年
金
、
農
地
の
売
買
や
貸
し
借

り
、
農
地
紛
争
な
ど
の
問
題
解
決
に
努

め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
豊
か
で
安
定
し
た
農

業
経
営
を
目
指
し
た
農
業
委
員
の
熱
心

な
活
動
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

転
作
面
積
の
増
大
、
米
価
の
引
き
下

げ
、
農
産
物
輸
入
自
由
化
へ
の
圧
力
な

ど
、
現
在
の
日
本
の
農
業
は
厳
し
い
環

姥
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
欧
米
諸

国
を
見
る
と
、
自
国
の
農
業
を
大
切
に

し
、
食
燈
の
自
給
、
安
定
供
給
を
そ
の

重
要
な
政
策
と
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
の
農
業
を
守
り
、
国
民
の
食

糧
を
確
保
す
る
。
」
そ
れ
は
ま
ず
、
地
域

の
農
業
委
員
の
地
道
な
活
動
か
ら
始
ま

る
と
い
う
こ
と
を
、
今
回
の
視
察
研
修

で
農
業
委
員
一
同
改
め
て
知
ら
さ
れ
た

思
い
で
す
。
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遠賀総合運動公園で

JR九州が大運動会

無
公
害
せ
っ
け
ん
が

大
評
判
で
す
。

今
、
廃
油
を
再
利
用
し
た
無
公
害

せ
っ
け
ん
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
作
っ
て
い
る
の
は
、
町
内
の
障

害
児
を
持
つ
八
つ
の
家
族
が
集
ま
っ

た
　
「
さ
く
ら
会
」
　
の
み
な
さ
ん
。

「
遠
賀
町
の
水
を
考
え
る
会
」
　
（
古

屋
広
幸
会
長
）
の
指
導
で
、
将
来
、

子
ど
も
た
ち
の
自
立
に
役
立
て
ば
と

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
せ
っ
せ
ん
は
、
食
器
か
ら
衣

類
、
タ
イ
ル
、
ス
テ
ン
レ
ス
ま
で
、

ど
ん
な
も
の
に
も
安
心
し
て
使
え
、

特
に
手
荒
れ
の
心
配
が
な
い
と
い
う

の
で
主
婦
の
み
な
さ
ん
に
好
評
で
す
。

あ
な
た
も
一
度
、
お
試
し
に
な
り
ま

せ
ん
か
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は

さ
く
ら
共
同
作
業
所
松
井
カ
へ

館

（

2

9

3

）

0

0

2

6

先
ほ
ど
、
新
町
公
園
に
置
か

れ
て
い
た
S
L
（
蒸
気
機
関
車
）

が
、
遠
賀
総
合
運
動
公
園
に
移

転
し
ま
し
た
。

こ
の
S
L
は
、
昭
和
五
十
年

に
旧
国
鉄
の
ご
好
意
に
よ
っ
て

新
町
公
園
に
置
か
れ
、
住
民
の

み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
が
、
も
っ
と
広
い
場
所
へ

と
の
声
が
多
く
今
回
の
移
転
と

な
り
ま
し
た
。

広
々
と
し
た
公
園
に
置
か
れ

た
S
L
は
、
き
っ
そ
く
子
ど
も

た
ち
の
人
気
の
的
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の

S
L
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

十
月
三
十
日
、
遠
賀
総
合
運
動
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
福
岡
、
佐
賀
の
両

県
か
ら
五
千
人
を
越
え
ろ
I
R
マ
ン

と
そ
の
家
族
が
集
い
「
J
R
九
州
大

運
動
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
前
日
か
ら
の
雨
が
朝
方

ま
で
残
り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
競
技
が
始
ま
る
こ
ろ
に
は
青
空

も
見
え
始
め
、
上
々
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
開
会
式
で
の

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
登
場
や
同
僚
の
活

園
に
、
場
内
は
一
日
中
大
に
ぎ
わ
い
　
一

で
し
た
。
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な
か
～
い
命
管
領
が
実
り
ま
し
た
。

今
古
賀
の
大
坪
い
つ
子
さ
ん

宅
の
畑
に
、
大
き
な
ヘ
チ
マ
が

実
り
ま
し
た
。
そ
の
数
、
二
十

本
余
り
、
最
も
長
い
も
の
は
一

七
〇
セ
ン
チ
近
く
も
あ
り
ま
す
。

い
つ
子
さ
ん
は
、
「
う
ち
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
毎
日
こ
ま
め
に

世
話
を
し
て
く
れ
る
の
で
、
こ

ん
な
に
大
き
く
な
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

少
年
相
撲
大
会

1
0
月
2
3
日
木
守
相
撲
場

団
体
の
部

優
　
勝
　
尾
崎
A
チ
ー
ム

準
優
勝
　
中
央
A
チ
ー
ム

一
二
　
位
　
浅
木
A
チ
ー
ム

個
人
の
部
（
優
勝
）

ト
団
体
の
部
健
勝
の
尾
崎
A
チ
ー
ム

第
十
四
回
九
州
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
勝
大
会
福
岡
県
予
選
会

1
0
月
1
5
日

福
岡
市
民
体
育
館

去
る
十
月
十
五
日
に
福
岡
市

民
体
育
館
で
行
わ
れ
た
、
「
九

州
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優

勝
大
会
」
の
福
岡
県
予
選
会
で

遠
賀
北
ク
ラ
ブ
が
、
二
十
五
歳

以
上
の
部
で
見
事
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

同
チ
ー
ム
は
、
十
一
月
十
一

日
か
ら
沖
縄
で
行
わ
れ
る
決
勝

大
会
に
、
福
岡
県
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
す
。
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「
お
魚
と
健
康
」
講
演
会

と
て
も
ス
テ
キ
な
お
話
し
で
す
。

み
な
さ
ん
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時
　
n
月
1
6
日
（
水
）

1
3
時
～
1
5
時

遠
賀
町
中
央
公
民
館

シ
ー
フ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
延
原
和
彰
に
よ
る
楽

し
い
講
演

参
加
者
全
員
に
テ
キ
ス
ト

お
飲
物
、
粗
品
を
進
呈

●
お
問
い
合
わ
せ
は

遠
賀
中
央
鮮
魚
商
協
同
組
合
へ

水
巻
町
大
字
下
二
字
江
川

西

（

2

0

1

）

0

4

2

8

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
教
室

現
在
、
県
内
で
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
の
方
ま
で
、

み
な
さ
ん
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
み
、
そ
し
て
健
康
で
あ
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

遠
賀
町
体
育
協
会
で
も
今
回
の
パ
レ

ー
ボ
ー
ル
教
室
を
皮
切
り
に
い
ろ
い
ろ

な
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
い
て
い
き
ま

す。バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

Ⅱ
月
1
6
日
～
1
2
月
3
日

毎
週
水
・
土
曜
日

創
時
～
2
1
時

遠
賀
南
中
学
校
体
育
館

壮
年
男
子

遠
賀
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
速

盟
指
導
員

●
申
し
込
み
は

遠
賀
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
、
宮
原

合

（

2

9

3

）

3

1

3

7

ま
た
は
直
接
会
場
へ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

一
般
男
子
の
部
・
一
般
女
子
の
部

あ
な
た
の
チ
ー
ム
も
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
期
　
日
　
1
2
月
Ⅱ
日
（
日
）

●
場
　
所
　
芦
屋
町
お
よ
び
水
巻
町

●
申
し
込
み
は

遠
賀
町
体
育
協
会
（
遠
賀
町
教
育
委

員
会
内
）
舘
（
2
9
3
）
1
2
3
4

ま
た
は
遠
賀
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

宮
原
　
㊨
（
2
9
3
）
3
1
3
7
へ

肢
体
不
自
由
高
校
生
に

奨
学
金
を
交
付

●
奨
学
金
　
年
額
3
万
円
（
返
済
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
資
　
格
・
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持

す
る
障
害
程
度
一
級
か
ら

五
級
ま
で
の
高
校
在
学
生

徒
（
来
年
度
入
学
見
込
み

を
含
む
）
た
だ
し
、
生
計

上
奨
学
金
を
必
要
と
し
な

い
人
、
饗
誕
学
校
に
在
学

す
る
生
徒
は
除
く
。

●
募
集
締
切
　
日
月
0
0
日
（
水
）

●
申
し
込
み
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は

遠
賀
町
役
場
福
祉
課
福
祉
係
へ

舘

（

2

9

3

）

1

2

3

4

福
岡
県
青
年
の
船

団

貝

募

集

●
研
修
内
容

来
年
の
五
月
十
九
日
か
ら
一
二
十
日
ま

で
の
十
二
日
間
、
新
さ
く
ら
丸
で
中
華

人
民
共
和
国
（
天
津
市
、
北
京
市
）
、

大
韓
民
国
（
仁
用
市
、
ソ
ウ
ル
市
、
水

原
市
）
を
訪
問
、
交
流
を
は
か
る
。

●
募
集
人
員

一
般
団
員
（
1
8
～
5
0
歳
）
　
細
入

班
　
長
　
（
2
6
～
3
5
歳
）
　
1
8
人

●
負
担
金
　
9
万
円
（
班
長
は
免
除
）

●
募
集
期
間
　
日
月
2
5
日

～
来
年
の
1
月
独
白

●
申
し
込
み
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は

遠
賀
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ

㊨

（

2

9

3

）

1

2

3

1

応
募
用
紙
は
社
会
教
育
課
に
用
意
し

て
い
ま
す
。

国
民
金
融
公
庫

年
末
融
資
と

進

学

ロ

ー

ン

年
末
融
資

例
年
、
年
末
に
は
窓
口
が
混
雑
し
ま

す
。
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
融
資
額
　
3
、
5
0
0
万
円
以
内

（
特
定
の
設
備
資
金
は
4
、
5
0

0
万
円
以
内
）

●
融
資
期
間
　
運
転
資
金
5
年
以
内
、

設
備
資
金
1
0
年
以
内
（
特
定
の
設

備
資
金
は
豹
年
以
内
）

●
利
　
率
　
年
5
・
7
％
　
運
転
資
金

5
年
、
設
備
資
金
的
年
を
超
え
る

場
合
に
は
若
干
上
乗
せ
と
な
り
ま

す。

進
学
ロ
ー
ン

高
校
以
上
の
学
校
に
進
学
さ
れ
る
方

の
ご
父
母
に
進
学
資
金
を
ご
融
資
い
た

し
ま
す
。

●
融
資
額
　
1
進
学
者
に
つ
き
1
0
0

万
円
以
内

●
融
資
期
間
　
5
年
以
内
（
交
通
逆
児

家
庭
お
よ
び
母
子
家
庭
に
つ
い
て

は
6
年
以
内
）

●
利
　
率
　
年
5
・
1
％
（
利
率
は
変

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

●
保
　
髄
　
（
財
）
進
学
資
金
融
資
保

証
基
金
ま
た
は
保
証
人
（
1
名
以

上）

●
返
済
方
法
　
毎
月
元
利
均
等
返
済

ご
相
談
の
窓
口
は

国
民
金
融
公
庫
八
幡
支
店

北
九
州
市
八
幡
西
区
黒
埼
3
丁
目

日
本
生
命
ピ
ル
4
階

＄

（

6

4

1

）

7

7

1

5
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月 �肥満とヤセ 

火 � 「入れ歯」の上手を使い方 

水 �「高血圧症」（ニついて 

木 �禁煙のすすめ 

金 �たべものと寄生虫 

土 日 �小児の正しい解熱剤の使い方 

●時間は朝10時～翌日の朝10時

までが同じ内容です。

福岡県保険医協会

新しい世界のでか、を求めて

アジア太平津博覧合一福岡’89
会期／1989年3月17日㈲－9月3日旧）《17旧聞〉　会場／福岡市シーサイドももら
●主催／㈲アジア太平洋博覧会協会●後援／政府省庁、政府関係機関、地方公共団体、経済団体、報道機関等

篤醐繭蹴亮訴
ワクワクの景品付き！1989年1月3旧まで

楽しさが抄シリつま重おとな2，300円（翻＝藷里芋王
立正喜＋“‾　’　‾‾　つ‾　‾‾‾‾’‾‾‾‾’1　着闘胸月中○（書i千席拙

類飾1回の抽選で‘れ売方も、
今回チャンスがあります。
景品交換64年8月30日まで

競売場所／おも公職行代理店、JR・西

鉄の主要駅・曾某所・′〈スターミナル、地

下鱗の駅撫店、郵便局、おもなプレイガ

イドなど

言へ一一、竺 �大　　　人 �東∴較∴生 �中・ �、学生 �幼∴∴∴児 （4才以上） �全期間通用 

第2着日和真美 �2．300円 �1．400円 �1． �0円 �当日券のみ �13．800円 

当日書道入場券 �2．700円 �1．600円 �1．300円 ��500円 �16．200円 

（7）

住
宅
金
融
公
庫
の

住
宅
債
券
積
立

こ
の
制
度
は
、
将
来
住
宅
を
購
入
ま

た
は
建
設
さ
れ
る
方
が
、
自
己
資
金
を

計
画
的
に
準
備
す
る
た
め
に
、
次
の
三

つ
の
コ
ー
ス
か
ら
一
つ
を
選
び
、
六
か

月
ご
と
に
七
回
（
三
年
）
継
続
し
て
、

住
宅
債
券
を
購
入
し
積
立
て
て
い
た
だ

く
制
度
で
す
。

・
4
0
万
円
コ
ー
ス
（
積
立
額
約
馴
万
円
）

・
0
0
万
円
コ
ー
ス
（
積
立
額
約
脚
万
円
）

・
如
万
円
コ
ー
ス
（
積
立
額
約
脚
万
円
）

（特典）「
公
庫
融
資
付
」
の
分
譲
住
宅
を
購

入
さ
れ
る
際
に
、
一
般
の
方
よ
り
も
当

選
率
で
優
遇
さ
れ
ろ
倍
率
優
遇
の
措
置

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

公
庫
の
通
常
融
資
額
に
加
え
て
、
積

立
て
額
に
応
じ
て
、
割
増
融
資
が
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
。

●
申
込
締
切

●
申
込
方
法

n
月
経
日
（
火
）

公
庫
の
定
め
る
申
込
曹

に
よ
り
郵
送
（
申
込
書
は

住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支
店

福
岡
銀
行
本
店
、
各
支
店

に
用
意
し
て
い
ま
す
）

●
申
込
先

住
宅
金
融
公
庫
東
京
住
宅
セ
ン
タ
ー

〒
1
1
2
東
京
都
文
京
区
後
楽
1
丁
目
4

番
1
0
号

●
お
問
い
合
わ
せ
は

住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支
店
サ
ー
ビ
ス

相
談
室
へ

福
岡
市
中
央
区
天
神
4
丁
目
1
－
3
7

田

0

9

2

（

7

2

2

）

5

0

1

1

税
　
の
　
無
料
相
談

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の

一
週
間
は
「
税
を
知
る
週
間
」
で
す
。

こ
の
期
間
中
次
の
と
お
り
税
の
無
料
相

談
を
行
い
ま
す
の
で
、
土
地
・
家
屋
な

ど
の
譲
渡
、
贈
与
、
相
続
な
ど
、
税
に

関
す
る
こ
と
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
け

っ
こ
う
で
す
。
お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ

さ
い
。

●
目
　
時
　
Ⅱ
月
1
5
日
（
火
）

1
0
時
～
1
6
時

●
場
　
所
　
遠
賀
町
商
工
会
館

●
相
接
員
　
税
理
士
、
遠
賀
町
税
務
課

●
お
問
い
合
わ
せ
は
遠
賀
町
商
工
会
へ

甥

（

2

9

3

）

0

1

6

5

身
体
障
害
児
療
育
指
導

●
目
　
時
　
1
2
月
1
日
（
木
）

1
3
時
～
帖
時

●
楊
　
所
　
遠
賀
保
健
所
母
子
室

●
対
　
象
　
1
8
歳
未
満
で
次
の
よ
う
な

症
状
の
あ
る
人

・
歩
き
万
が
お
か
し
い

・
こ
ろ
び
や
す
い

・
腕
、
脚
を
痛
が
る

・
手
指
の
運
動
英
鴬
∴
な
ど

●
指
導
医
師
　
整
形
外
科

入
江
　
政
男
　
医
師

●
お
問
い
合
わ
せ
は

福
岡
県
遠
賀
保
健
所
へ

水
巻
町
大
字
吉
田
2
3
6
2
I
l

宙

（

2

0

1

）

4

1

6

1



（8）

国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
め
ま
し
た
か

国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
月
納
め
て

い
ま
す
か
9

納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か
、
お
手

も
と
の
領
収
番
や
納
付
蕾
で
お
確
か
め

く
だ
さ
い
。
保
険
料
が
未
納
の
ま
ま
で

す
と
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
り
、
け
が
や
病
気
で
障
害
者

に
な
っ
た
と
き
の
膵
書
基
礎
年
金
や
、

あ
る
い
は
万
一
の
事
故
で
一
家
の
働
き

手
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
の
遭
族
基
礎

年
金
も
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
生
活
の

安
定
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
キ

チ
ン
と
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
防
ぐ

た
め
に
、
銀
行
・
農
協
な
ど
の
金
融
機

関
の
口
座
振
替
（
銀
行
な
ど
の
あ
な
た

の
預
金
口
座
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
を

自
動
的
に
支
払
う
）
の
取
扱
い
を
利
用

さ
れ
る
と
便
利
で
す
。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

保
険
料
の
免
除
制
度

「
収
入
が
少
な
く
て
ど
う
し
て
も
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」

そ
う
い
う
万
の
た
め
に
、
「
保
険
料
の

免
除
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
国
が
定
め
た
一
定
の
基

準
に
満
た
な
い
収
入
の
方
に
通
用
さ
れ

ます。

ま
た
、
そ
の
後
収
入
が
増
え
て
再
び

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ろ
よ
う

に
な
っ
た
と
き
に
は
、
将
来
有
利
な
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

免
除
さ
れ
て
い
た
期
間
中
の
保
険
料
を

後
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ろ
「
追
納
」

の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
さ
い
尋
ね
て
み
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
な
ん
で
も
相
談

年
金
な
ん
で
も
相
談
を
開
き
ま
す
。

新
し
い
年
金
制
度
の
こ
と
で
わ
か
ら
な

い
こ
と
や
お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
授
会
に
年
金
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
、
老
後
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

●
目
　
時
　
Ⅱ
月
1
6
日
（
水
）
・
1
7
日

（
木
）
　
1
0
時
～
1
6
時

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館
1
階
ホ
ー
ル

お
問
い
合
わ
せ
は

役
場
国
保
年
金
係
へ

＄

（

2

9

3

）

1

2

3

4

お
ん
が
短
歌
会
謙
茸

産
卵
を
終
え
し
鯉
ら
が
池
の
面
に

並
び
て
雨
を
楽
し
む
ご
と
し

朝
顔
は
深
さ
思
い
の
あ
る
ご
と
し

目
の
渋
り
て
よ
り
花
開
き
い
つ

地
蔵
盆
に
供
え
ら
れ
い
る
一
房
の

ぶ
ど
う
を
手
に
受
け
秋
を
感
じ
ね

朝
露
に
g
れ
て
光
れ
る
秋
茄
子
の

染
ま
ん
げ
か
り
の
紫
を
椀
ぐ

努
定
の
ナ
み
て
済
し
き
庭
に
立
ち

光
り
は
じ
め
し
三
日
月
仰
ぐ

河
中
　
請
書
　
選

白

　

石

　

一

　

夫

高
∴
埼
∴
咲
∴
江

井
　
口
　
綺
　
子

一

　

田

　

房

　

子

久
　
野
　
き
よ
の

遠
賀
俳
友
句
会
抄

池
田
　
幸
利
∴
選

法
師
蝉
現
せ
青
書
の
樺
ふ
か
く

三
　
村
　
妙
　
子

輔
や
揮
薄
暮
に
つ
つ
ま
れ
て

小
　
野
　
多
恵
子

少
女
ら
の
さ
ざ
め
き
ゆ
く
や
鯖
雲

か
∴
威
∴
栄
　
子

秋
空
や
ポ
プ
ラ
の
下
に
妻
小
さ
し

迎
　
田
　
　
　
勉

も
ろ
こ
し
の
ひ
げ
の
吹
か
れ
て
不
整
脈

徳
　
永
　
小
代
手
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（9）

路
上
議
事
は

や
め
ま
し
ょ
う

最
近
、
住
宅
街
の
道
路
を
車
庫
代
わ

り
、
駐
車
場
代
わ
り
に
し
て
い
る
運
法

仕
事
が
た
い
へ
ん
目
に
付
き
ま
す
。
駐

車
禁
止
の
交
通
標
識
が
な
く
て
も
、
通

路
を
車
庫
代
わ
り
、
駐
車
場
代
わ
り
に

使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
特
に

遠
賀
川
駅
の
周
辺
で
は
、
通
勤
者
に
よ

る
造
反
車
輌
が
多
い
よ
う
で
す
。

消
防
署
で
は
、
火
災
が
発
生
し
た
場

合
に
火
災
現
場
付
近
に
消
防
車
両
を
到

着
さ
せ
、
消
化
活
動
を
迅
速
に
進
め
る

よ
う
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
道
路

上
に
こ
の
よ
う
な
違
反
車
輌
が
あ
る
と

消
防
車
が
通
れ
な
い
、
は
し
こ
革
な
ど

の
特
殊
車
輌
が
建
物
に
接
近
で
き
な
い

な
ど
、
消
火
、
人
命
救
助
活
動
な
ど
に

大
き
な
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま

す。
遵
法
な
駐
車
を
な
く
す
よ
う
、
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

火
災
・
救
急
件
数
（
9
月
申
）
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田
中
産
婦
人
科
医
院
長
　
田
　
中
　
壮
　
介

今
回
は
、
前
回
の
カ
ン
ヂ
タ
同
様
に

婦
人
の
陸
、
外
陰
部
に
炎
症
を
お
こ
し

お
り
も
の
、
拝
み
、
摘
み
な
ど
を
招
く

病
原
菌
、
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
し
ょ
う
。

ト
リ
コ
モ
ナ
ス
は
原
始
動
物
の
一
語

で
、
動
物
界
の
「
元
祖
」
と
い
え
ま
し

ょ
う
。
生
ま
れ
つ
き
握
に
生
存
し
、
時

に
は
置
場
よ
り

移
動
し
て
来
る

と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
長
さ
∴
龍

は
十
五
～
二
十

ミ
ク
ロ
ン
で
、

鞭
毛
と
波
動
膜
で
運
動
し
ま
す
。
環
境

が
悪
く
な
る
と
鞭
毛
を
捨
て
て
丸
く
膨

大
し
て
耐
久
し
ま
す
。

母
体
（
宿
主
）
が
健
康
で
あ
れ
ば
大

し
た
異
常
は
お
き
な
い
の
で
す
が
、
日

和
見
感
染
あ
る
い
は
自
家
感
染
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
母
体
の
体
調
の
悪
化
を

狙
っ
て
繁
殖
し
ま
す
。
つ
ま
り
心
身
の

過
労
、
栄
養
低
下
、
房
事
過
度
、
多
量

の
抗
生
物
質
の
服
用
な
ど
に
よ
っ
て
無

数
に
い
ろ
庭
内
細
菌
群
の
力
関
係
が
変

わ
り
、
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
が
繁
殖
し
て
炎

症
を
お
こ
す
と
思
わ
れ
ま
す
。

他
の
感
染
経
路
と
し
て
、
患
者
の
下

着
、
便
器
、
浴
場
、
手
指
な
ど
に
よ
る

感
染
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
最
も
多
い

の
は
憧
交
に
よ
る
も
の
で
す
。

生
理
的
食
塩
水
一
滴
に
患
者
の
陸
分

泌
物
を
混
ぜ
て
顕
微
鏡
で
見
る
と
、
固

有
の
運
動
を
す
る
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
原
虫

が
確
認
で
き
ま
す
。
一
旦
炎
症
を
お
こ

す
と
泡
沫
状
で
悪
臭
の
あ
る
膿
怪
の
お

り
も
の
が
あ
り
、
時
に
は
緑
黄
色
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
瞳
や
外
陰
都
の

編
み
、
癖
み
、
灼
熱
感
、
排
尿
時
の
痛

み
な
ど
に
苦
し
み
ま
す
。
瞳
壁
は
点
状

に
発
赤
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
前
癌
細

胞
と
紛
ら
わ
し
い
細
胞
も
現
れ
ま
す
。

治
療
に
際
し
て
は
、
二
週
間
く
ら
い

で
一
応
は
治
り
ま
す
が
、
ト
リ
コ
モ
ナ

ス
が
消
失
す
る
ま
で
続
け
ろ
こ
と
が
重

要
で
す
。
中
途
で
止
め
る
と
弱
い
菌
は

死
ん
で
も
強
い
菌
は
生
き
残
り
、
慢
性

化
し
て
な
か
な
か
治
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
婦
人
が
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
に
感

染
す
る
と
牲
交
に
よ
っ
て
男
性
の
牲
籍

に
付
着
し
ま
す
。
男
性
は
先
天
免
接
を

持
っ
て
い
ま
す
か
ら
発
病
せ
ず
症
状
も

あ
り
ま
せ
ん
が
保
菌
者
と
な
り
ま
す
。

婦
人
は
治
療
に
よ
り
治
っ
て
い
て
も
、

性
交
に
よ
り
ま
た
感
染
再
発
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
ピ
ン
ポ
ン
感
染

と
い
い
ま
す
。
婦
人
が
ト
リ
コ
モ
ナ
ス

鰹
炎
に
罷
ら
れ
た
ら
、
夫
婦
と
も
ど
も

治
療
を
行
う
こ
と
が
絶
対
に
必
要
と
い

え
ま
す
。

っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
（
牛

乳
瓶
は
だ
め
で
す
。
）

●
目
　
時
　
n
月
1
5
日
・
2
2
日
の
2
日

受
付
　
9
時
～
9
時
仰
分

検
診
　
同
時
～

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
料
　
金
一
つ
の
検
診
に
つ
き
恥
円

（
当
日
徴
収
）

●
定
　
員
　
子
宮
ガ
ン
　
各
日
聞
入

※
乳
ガ
ン
検
診
は
締
め
切
り
ま
し
た
。

子
宮
ガ
ン
検
診
も
残
り
わ
ず
か
と
な
っ

て
い
ま
す
。
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
先
　
役
場
保
健
衛
生
係
窓

口
、
電
話
に
よ
る
申
し
込

み
も
可
。
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

●
期
　
日

●
時
　
間

●
場
　
所

●
持
参
品

●
内
∴
容

●
料
　
金

日
月
認
日
（
月
）

1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
0
0
分

役
場
保
健
室

母
子
手
帳
受
領
の
方
は
、

印
鑑

新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴

指
導

無
料

●
楊
　
所

●
時
　
間

●
対
　
象

●
接
種
方
法

●
持
参
晶

●
料
　
金

●
そ
の
他

●
期
　
日
　
1
2
月
鳩
目
ま
で

町
内
の
各
病
院
及
び
医
院

診
癒
時
間
内

3
歳
以
上
の
希
望
者

1
週
間
か
ら
4
週
間
の

間
隔
を
お
い
て
2
回
接
種

印
鑑

l
回
に
つ
き
7
8
0
円

接
種
日
の
朝
、
体
温
を
測

っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

中
学
生
以
下
、
生
活
保

護
ま
た
は
町
県
民
税
が
均

等
割
額
以
下
の
世
帯
の
人

は
、
役
場
保
健
衛
生
係
窓

口
で
無
料
用
の
問
診
票
を

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

前
記
以
外
の
人
は
、
各
病

院
、
医
院
に
問
診
票
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

●
期
　
日

●
時
　
間

Ⅱ
月
1
7
日
（
木
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
0
0
分
～

中
央
公
民
飽

満
3
歳
を
超
え
、
満
4
歳

に
達
し
な
い
幼
児

無
料

母
子
手
帳

尿
模
蓋
が
加
わ
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
子
さ
ん
の
尿

1
0
∝
程
度
（
検
珍
目
の
早

朝
の
尿
）
を
お
持
ち
く
だ

さい。

※
お
子
さ
ん
の
尿
は
、
よ
く

洗
っ
た
瓶
や
ふ
た
の
付
い

た
容
器
な
ど
に
入
れ
て
持

ト
イ
レ
の
形
態
が

変
わ
っ
た
ら

家
の
改
築
な
ど
に
伴
い
、
ト
イ

レ
の
形
態
が
変
わ
っ
た
ら
、
保
健

衛
生
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
形
態
に
よ
っ
て
料
金
が

違
う
た
め
で
す
。
例
え
ば
、
普
通

ト
イ
レ
か
ら
簡
易
水
洗
ト
イ
レ
に

変
わ
っ
た
場
合
は
、
人
数
に
よ
る

料
金
か
ら
量
に
よ
る
料
金
に
変
わ

り
一
か
月
毎
に
料
金
が
違
っ
て
き

ま
す
。
連
絡
は
電
話
で
結
構
で
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

役
場
保
健
衛
生
係

℡
　
（
2
9
3
）

1
2
3
4


